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９月 2 日(日)の友愛セールには 695 人の皆様にご来場

いただき、盛況のうちに終了しました。多くの皆様にご

支援いただきましたことに、心より感謝申し上げます。

また、この度の震災に際しては、多くの方から励ましの

声や物資のご支援を賜り、重ねて御礼申し上げます。 

少しずつ肌寒い季節になってきました。体調を崩され

ないよう、どうぞお気をつけください。 
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9 月 5 日(水)に行われた梅干し弁当募金では総額

55,813 円を寄付していただきました。日本赤十字社

にお送りし、西日本豪雨災害被災者支援に役立てて

いただきます。ご協力ありがとうございました。 

コーラス部が外部の音楽祭に出演します。 

① 三井アウトレットパーク 音楽祭 

10 月 14 日(日) 11：00～15：00 

三井アウトレットパーク札幌北広島 

② 札幌市民芸術祭 市民合唱祭 

10 月 20 日(土) 12 時半頃出演予定 

教育文化会館 大ホール 

お時間のある方は、ぜひいらしてください。 

10 月 5 日(金)にＳＧＨ研究発表会を開催します。 

高１は「人との共生」に関わる探究学習の成果を

プレゼンテーションします。高２は「自然との共生」

に関わる探究学習の成果をＣＭ風の動画で発表し

ます。高３はいずれかの「共生」に関わる課題解決

策である「アクションプラン」の提案と実行につい

てポスターセッションを行います。また、株式会社

伊藤園顧問の笹谷秀光氏をお迎えして、「SDGs の

目標を達成していくために、未来を担う高校生に期

待すること」という演題でご講演いただきます。 

10 月 6 日(土)の夏期体験学習等報告会と併せて、

皆様のご参加を心よりお待ちしております。お知り

合いの方にもぜひご紹介ください。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたがたは世の光である。 

あなたがたの光を人々の前に輝かしなさい。 
                      マタイによる福音書  5 章  14 節・16 節   

「今回の地震で私の住む地域では地震発生から４０時間停電しており、明るいうちに勉強し、暗くなれ

ば身動きが取れず眠るしかないという生活は、予想以上に大変なものでした。」  

一人の生徒が地震の時に暗闇の中で感じた思いを分かち合ってくれました。「しかし、なんと運のよいこ

とか、断水にはなりませんでした。自分は家で勉強し、水を飲むことができ、不安ながらも安心して寝る

ことができる環境にいる。けれど、同じ日常が二度と戻らない被災地の方々や、同じ市内でも避難所の生

活を余儀なくされている人々がいることを思うと、今こそ『祈り』が必要とされていると思いました。こ

こから遠く離れた場所にもどうか届きますようにと想いを込めて祈ることが、今何もできない私にできる

全てなのだと思いました。聖フィリピン・デュシェーンも年を取って色々な活動ができなくなった時、そ

ういう思いで祈られたからこそ、先住民の人々の心に深い印象を残されたと思います。」 

私自身、遠く離れた東京の黙想の家で地震発生を知り、生徒の無事や建物の安全、食糧には不自由しな

いことを伝えられても、その場にいられないことが歯がゆく、「余震は大丈夫か」などと気が気でない思い

で過ごした時に、「今一番大切なのは祈りで支えること、あなたは祈りの力を信じていないのか」と喝を入

れられ、「よし、全身で祈ろう」と覚悟を決めた時のことを思いました。 

帰札後、シスターたちは「お祈りの力を感じた。あなたは祈りで応援するために今回黙想に遣わされた

と思う。」生徒たちは、「心配してお祈りしてくださってありがとうございました。」と言って迎えてくれま

した。そして皆様から実に様々なご援助を頂いたことなど伝えられ、感謝でいっぱいになりました。 

この間、暗闇の中で見事に頑張り、もめごと一つ起こさず、様々なお手伝いをした寄宿生は、「普通でな

い大変な時にお互いを思いやるということを実感し、友情が深まりました。」と、通学生も「真っ暗で食料

がない中、お店に行くと皆がお互いに譲り合っていました。」と話してくれました。人は暗闇の中で光とな

る。そう思いました。 

期末考査後、毎年国連研修でお世話になる Sr. Gwen Hoeffel が来校され、地球の様々な問題の核とな

る「平和」に戦争の影が濃くなり、闇が忍び寄っているように思える今、日本の若い世代として、どのよ

うに生きるかという問いかけをしてくださり、それに応えるように生徒たちがそれぞれのアクションプラ

ンを報告し、シスターに大変お喜びいただきました。１人ひとりが「世の光」であることを実感しつつ、

後期を迎えます。                         [担当：チャプレンSr.田口保子] 

Sr. Gwen Hoeffel による 

SDGs についてのご講演の様子。 

生徒による 

アクションプランの報告の様子。 


